
NASAのために開発されたアウトラストは、
肌の表面温度をずっと快適にコントロール
する最先端の温度調節素材です。

腕の形に沿った立体構造で高いフィット性を実現した

アームカバー。ずれにくく、腕のラインを美しく見せます。

生地には伸縮性に優れた最先端素材「アウトラスト」

を使用。身体の熱さを感知すると余分な熱を吸収・

蓄熱して肌の表面温度を下げ、寒さを感知した際は

熱を放出し表面温度を上げる

ように働きます。快適さを維持

する新次元の機能性に加え、

肌 触りのよさが 腕を優しく

包み、守ります。

素材を選び、試作を繰り返す。
０から生み出し一貫生産できるからこそ、
一つの製品に、とことん向き合う。

　手や腕の紫外線対策に役立つ
OFUR IYAのアームカバー。０から
企画し、試作、そして裁断、縫製と
いった工程もすべて自社で行って
います。だからこそ、徹底して品質
を追求。紫外線から肌を守るだけ
ではなく、着用した時に腕が細く
美しく見えるような形。さらには、
アトピーなど肌の悩みを持つ方が
日常的に着用しても負担のない質感を
求めて、トライアンドエラーを繰り
返しました。製作過程では、日本赤
十字社の協力のもと、学生や日本
赤十字社のボランティアスタッフ
らにアンケートを実施。着用してい

ただいた上での感想や、医療の現場
に近いところで実際にどのような
製品機能が求められているのかを
ヒアリング。集まった意見をもとに、
検討・改良を重ねました。
　アームカバー着用時に感じるスト
レスの多くは、ずれて落ちてきて
しまうことに起因します。とはいえ、

締め付けを強くすると、今度は腕に
跡がついたり、痛みが負担につながる
ことも少なくありません。「自然の摂理
に基づいた設計デザインを」という
理念のもと、手から腕にかけてのライン
に沿って立体的に設計し、高いフィット
性を持つ形状を実現しました。
　生地選びは、自社のネットワークを
最大限に生かし、さまざまな取引先
から数多くの種類を取り寄せ、検証。
それぞれ伸縮性や肌触りなどを確認
しながら試作、検討する中で出会った
のが、最先端素材「アウトラスト」で

した。優れた温度調節機能を持つ
アウトラストをアームカバーに採用する
ことで、従来の紫外線対策としてだけ
でなく、冬場の防寒対策などさまざま
なシーンで幅広く快適にお使いいた
だける高い機能性を実現しました。
　また、パッケージや什器は、グラ
フィックデザイナーやマーケティング
ディレクターと連携して開発。使い
やすいデザイン・形状を追求する
とともに、大切な方への贈り物にも
喜んでいただけるような形にしました。

贈る人、贈られる人。 双方の気持ちを想い、渡した時、使った時に
笑顔や喜びが生まれるものを、機能面でもデザイン面でも実現します。




